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［巻頭コラム］
I P S J  M a g a z i n e

　皆さんは昨今のテクノロジーの進化をどう捉えているだろうか？

　AIやロボット技術等の進化によって私たちの生活が豊かになるという捉え方もある一方，人間の職が奪わ

れるというような悲観的な捉え方もあるだろう．私自身はテクノロジーの力をどう使うかという私たちの選

択次第で，明るい未来を築いていけると希望を持って捉えている．

　もとより私はテクノロジーの力をいかに有効活用できるかという思考だったが，その思考や行動が加速し

たのは，2013年にALSを発症してからの体験が大きく影響している．テクノロジーの力がただ便利なもの

から，生きていく上で必要不可欠なものになったからだ．身体を動かす運動神経だけが徐々に衰え手足を動

かす自由を奪われたことで，電動車椅子で移動し，視線入力でこの文章を書いている．そして肉声を失った

代わりに，昔の自分の声を元に生成した音声合成で発話している．今この瞬間の呼吸さえも人工呼吸器がサ

ポートしているのだ． 

　このように日常生活のありとあらゆる場面でテクノロジーを身に纏って生活をしていると，身体の補完に

とどまらず拡張していける可能性を感じずにはいられない．テクノロジーは個人の身体のリミッター拡張の

みならず，さまざまな障がいの垣根を越えた体験の拡張まで実現可能にすると考えている．

　そんな光景を創り出したくて，2021年12月にMOVE FES.2021を開催した．私が主催するALS啓発のた

僕らはテクノロジーとともに身体の補完を
超えて拡張してゆく
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めの音楽フェスだ．賛同してくれた素晴らしいアーティストとともに，私もEYE VDJ MASAというアーティ

スト名で視線入力による音楽と映像のライブパフォーマンスを行った．この挑戦は2016年から続けている

活動で，視線入力で電子機器をコントロールするアプリケーションから開発し，年々改良を繰り返してきた．

今ではオリジナル楽曲を制作しリリースもしている．また，従来DJとVJは別々のプレイヤが担当すること

が一般的だったが，今ではそれを視線で同時にプレーしている自分がいる．これは健常者時代には想像もで

きなかった進化だ．

　紛れもなくテクノロジーの力で身体の補完を超えて，拡張し始めているのだ．

　また今回は，音を振動と光に変換するデバイスOntennaを活用することで，耳の不自由な方や寝たきりの

仲間にも，配信で臨場感のあるライブをお楽しみいただいた．そして会場ではデフダンサーの仲間やお客様

全員にOntennaを身につけていただき，身体全体で音楽を楽しんでもらう設計をした．耳の不自由な仲間の

世界を想像しながら楽曲の一つひとつに，振動と光のタイミングや強弱，色を視線入力でプログラミングし

たのだ．まさにテクノロジーの力で障がいの垣根を越えて，新たな拡張体験が作れた瞬間だった．

　私はこれからもテクノロジーとともに，身体の補完を超えて拡張した未来を社会に提案していく．誰もが

自分らしく挑戦できるBORDERLESSな社会を目指して．
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